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迷惑防止条例の一部改正（案）に関するパブリックコメントの実施について

令 和 ２ 年 ７ 月 2 1 日

警 察 本 部
（生活安全部生活安全企画課）

公衆に著しく迷惑をかける暴力的不良行為等の防止に関する条例（迷惑防止条例）の一部

を改正する条例について、パブリックコメントを実施します。

１ パブリックコメント実施期間

令和２年７月20日(月)から同年８月17日（月）までの間

２ 周知、意見募集方法

○ 周知方法

県警ホームページ掲載、県庁、総合事務所等県の窓口での縦覧、新聞広告

○ 意見募集方法

郵便、ファックス、電子メール、電子アンケート

３ 迷惑防止条例の主な改正点

(1) 卑わいな行為等の規制拡大（一部新設）

・ 写真機等の差し向け、事前設置を含む盗撮事前行為の規制

・ 透視機能を有する写真機等での盗撮の規制

・ 住居や浴場等、人が通常衣服を着けないでいる場所の規制拡大

・ 集会所や学校等、不特定又は多数の者が利用するような準公共の場所の規制拡大

(2) 反復した嫌がらせ行為の規制（新設）

○ 身体の安全や通常所在する場所の平穏若しくは名誉が害される不安を覚えさせる方

法で行われる

①つきまとい、待ち伏せ、立ちふさがり ②監視していると思われる事項の告知

③面会その他の義務なき要求 ④著しく粗野又は乱暴な言動 ⑤電子メールの送信

○ 無言電話、連続電話、ファックスの送信 ○ 汚物等嫌悪の情を催させる物の送付

○ 名誉を害する事項の告知 ○ 性的羞恥心を害する事項の告知

(3) 罰則の引き上げ

現行 50万円以下の罰金又は拘留若しくは科料

（ ）常習犯は６月以下の懲役又は100万円以下の罰金

○ のぞき、盗撮（差し向け、事前設置含む）

１年以下の懲役又は100万円以下の罰金

（ ）常習犯は２年以下の懲役又は100万円以下の罰金

○ その他

６月以下の懲役又は50万円以下の罰金

（ ）常習犯は１年以下の懲役又は100万円以下の罰金

○ 両罰規定（新設）

法人又は人の業務に関し、客引きを行った場合、

法人又は責任者も罰則対象

４ 改正スケジュール

令和２年９月 議会付議

令和３年４月 施行 【パブコメ用チラシ】

鳥取県の迷惑防止条例の一部改正について
改正(案)について、皆さんのご意見をお寄せください。

迷惑防止条例は、県民の皆さんの平穏な生活の保持を目的に昭和38年に制定され、現行条例の正

式名称は、「公衆に著しく迷惑をかける暴力的不良行為等の防止に関する条例」といいます。

痴漢や盗撮行為等を代表する卑わいな行為などに規制を設けるものですが、社会情勢の変化等に

対応するため、規制内容の一部改正を検討しています。

迷惑防止条例

主な改正検討内容

罰則の引き上げ、両罰規定の新設

［盗撮行為に対する規制範囲の拡大］

不特定又は多数の者が利用するような場所又は乗物

集会場、事務所、教室、タクシー等

人が通常衣服等の全部又は一部を着けない状態でいるような場所

住居、浴場、更衣室、便所等

公共の場所
不特定かつ多数の者が自由に出入りし、又は利用する施設等
道路、公園、広場、駅、空港、埠頭、興行場、飲食店等

公共の乗物
不特定かつ多数の者が自由に利用し得る乗物

汽車、電車、乗合自動車、船舶、航空機等

公衆が通常衣服等の全部又は一部を着けない状態でいる場所
公衆浴場、公衆便所、公衆が使用することができる更衣室等

嫌がらせ行為（ストーカー除く）に対する規制内容（反復性を要する）

※ １～４号、５号（電子メール）
身体の安全や通常所在する場所（住居、勤務先等）の平穏若しくは名誉が害される不安を覚

えさせる方法で行われるものに限る
１号・つきまとい、待ち伏せ、立ちふさがり

・住居等の付近における見張り
・住居等への押し掛け

・住居等の付近におけるうろつき

２号・監視していると思わせることを告げる

・知り得る状態に置く

３号・面会その他義務なき要求

４号・著しく粗野又は乱暴な言動

５号・無言電話

・連続電話、ＦＡＸ、電子メール送信

６号・汚物等嫌悪の情を催させる物の送付

・知り得る状態に置く

７号・名誉を害する事項を告げる

・知り得る状態に置く

８号・性的羞恥心を害する事項を告げる ・知り得る状態に置く ・電磁的記録等の送付

新設

改正

改正

〇罰則 盗撮行為～１年以下の懲役又は100万円以下の罰金（従前50万円以下の罰金のみ）
〇両罰規定の新設 不当な客引き行為～行為者のほか法人責任も規定
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令和２年上半期における特殊詐欺の現状及び対策について

令 和 ２ 年 ７ 月 2 1 日

警 察 本 部
（生活安全部生活安全企画課）

１ 特殊詐欺の被害現状等（県内）

(1) 認知状況（Ｒ２.６末）

認知件数 13件（＋７件）

被害額 4,441万円 ＋3,937万円 ※(1)～(2)の括弧内の数値は前年同期比（ ）

(2) 水際阻止（Ｒ２.６末）

阻止件数 16件（－２件）

阻止金額 278万円（－147万円）

２ 上半期における抑止対策

(1) 県警ＨＰ等を活用した被害防止注意喚起

(2) 各種メディアを活用した被害防止注意喚起

(3) 自治体と連携した給付金詐欺被害防止注意喚起

(4) 年金事務所と協働した年金支給日広報活動

(5) パトロールカード裏面を活用した被害防止注意喚起

３ 下半期における抑止対策

(1) 電子マネー少額購入者への声掛け推進

(2) 盂蘭盆、年末年始における集中的被害防止

広報の推進

(3) 関係機関と連携した広報、高齢者世帯訪問

活動の推進

(4) 販売店と協働した特殊詐欺被害防止機器の

利用促進広報

(5) ハイヤー・タクシー協会と連携した特殊詐欺対策の推進

【 （ ）】6 15 年金支給日広報 鳥取中央郵便局/

【パトロールカードの注意喚起（浜村署 】）

裏 面

表 面

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2.6末

認知 28 36 25 71 23 23 13

被害額 15,912 7,151 6,944 10,473 1,503 2,232 4,441
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【裏面】


